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帰る前に、ある利用者さんと話をした。その方は約 15 年前に交通事故に遭い、足が動かなくなって車椅子生活になっ

たそうだ。障害を負って一人で生活することが難しくなったが、多くの人の支えを受けながら生活していると話してくれた。 

「障害者になったことで、こんなにも多くの人と出会えた。赤ちゃんのように、何もかもが初めてのことばかりで楽しい」

とも話していた。卓球バレーも、みんなでやると楽しく、今では代表として試合に出るほどで、「生きがいです」と教えてく

れた。退院した頃は手を少ししか動かせなかったが、ゴミ箱を作る作業や、卓球バレーを続けるうちに、少しずつ手が動く

ようになったと嬉しそうに教えていただいた。 

また、その利用者さんから、昔はスーパーなどで「少しの間だけだから」と入口付近に自転車を止めていた。だけど、

障害者になってそれはとても迷惑に感じるという話を聞いた。誰もが生きやすい社会にするためには、地域で暮らす障害

のある人の立場に立ち、こうした小さな配慮を積み重ねていくことが大切だと強く感じた。 

私はこれまで、健常者が障害者になることに対して、失礼な考え方であるが、「不幸でかわいそうだ」と思ってしまって

いた。しかし、この方の話を聞き、その考えはなくなった。失望感から前向きに生きられるようになった背景には、この人

に関わった福祉に携わる多くの人たちの温かい支えがあったのだと感じた。 

、『



 

お世話になってます。 

８日間の実習ありがとうございました。 

 

実習に行かないといけないと聞いたときは、正直少し面倒だと感じ、きっと楽しくないだろうし、適当にやり過ごそうと思

っていました。 

  しかし、実際に実習に参加してみると、とても楽しく、充実した時間を過ごすことができました。 

 

実習全体を振り返ると、障害があっても実は私たちと大きく変わらないのではないかと感じます。実習の最初の方で、

大塚さんが「障害って何だろうと思う」とお話しされていたときは、何言ってるんだろうとその言葉の意味をあまり理解でき

ませんでした。しかし、実習を終えて振り返ってみると、本当にその通りだと感じています。障害という壁がありながらも、

工夫や努力をしながら自分なりに楽しく前向きに生きている姿、そしてそれを全力で支えている相談員の方をはじめとし

た多くの福祉関係者の方々の存在あってだと思います。その様子を実際に見ることができ、とても多くのことを学べまし

た。 

（中略） 

 

法人の基本理念である「普通の暮らしができるように」という考え方のように、実習を通して、障害のある方々の壁とな

っているものを少しでもなくしていけるよう、これから大学で福祉の授業を通してさらに考えを深めていきたいと思ってい

ます。 





 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あなたの“好き”が 

職場の輪を広げます！ 
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